
 

第４回例会 

（通算第１５５６回） 

令和４年７月２９日 

点 鐘 

国歌斉唱 

ロータリーソング  「手に手つないで」 

会長の時間         （穴井 祐志朗 会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7月 29日金曜日熊本中央ロータリークラブ４回目

の例会です。先週土曜日、大分で地区クラブ活性化

ワークショップに行ってまいりました。またコロナ

禍でもありましたので、ハイブリッド会議で熊本中

央ロータリーからは、地区公共イメージ部門長波佐

間会員、クラブ戦略計画委員会平田委員長と私 3 人

で参加致しました。会議の内容と致しましては、 

戦略計画立案プロセスの概要でした。 

第一段階 現状分析、クラブの現状はどうか？ 

クラブの長所と短所の把握、会員の満足度とニーズ

を調べる、地域社会にある機会と課題を特定。 

先月末、会員の皆さんにお願い致しました会員満足

度アンケート調査もこの第一段階に当たります。 

年会費が高いと記入れた方はおられましたが、安い

と記入された方はおられませんでした(笑) 

今期 38回の例会にプログラムしております。色々と

コロナ禍の中、我慢しなければならないことが多々

ありますね！ 

 

第二段階 ビジョンの作成、どのようなクラブにな

りたいか？クラブが実現したい特徴あげる、ビジョ

ン声明を作る。 

第三段階 計画の作成、どのようにビジョンを実現

できるか？ 

戦略的優先事項を定める、年次目標を立てる、活動

項目実施期日、必要なリソースを上げる。 

第四段階 進捗の確認、目標への進み具合はどう

か？ 

年次目標に向けた進捗を確認、目標を達成出来なか

った理由を特定する。 

要するに目標を挙げるだけではなく、目標に向けた

取り組みを行う事の勉強でした。皆さん、ロータリ

ーの熱高かったですが、冷房の設定温度も高かった

ような気がしました(笑) 

 

 

出席報告         （小椋 美智男 委員）    

 
会員数 

出席 

者数 

欠席 

者数 
出席率 

今回 

4. 7.29 
 27（26） 19 7 73.08% 

出席規定免除者 1名 

メーキャップをお忘れなく！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 



幹事報告            （大熊 暢子 幹事） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆例会変更   ※赤日サイン受付ございません。 

・熊本０５福祉ＲＣ   

８月２３日（火） ⇒ 同日 １１：３０～ 

於：山都町「青葉の瀬（あおばんせ）」 

（創立１７周年記念例会の為） 

 

☆例会取り止め  

・熊本０５福祉ＲＣ       

８月 ９日（火）・８月３０日（火） 

・熊本西ＲＣ  

 ８月 ９日（火）・８月３０日（火） 

・熊本東南ＲＣ   ８月１０日（水） 

・熊本中央ＲＣ   ８月１２日（金） 

・熊本城東ＲＣ/熊本ｸﾞﾘｰﾝＲＣ ８月１５日（月） 

・熊本東ＲＣ    ８月１６日（火） 

定款に基づき取り止め 

 

☆到着文書 

・【堀川ガバナーより】 

 〇2022-23地区表彰実施要項 

〇ガバナーノミニー・デジグネート 

（2025～26年度ガバナー）候補者推薦について 

・【地区米山記念奨学会江河部門長より】 

ｺﾛﾅ感染者増加に伴う夏季ｾﾐﾅｰ延期のご案内 

・【熊本平成ＲＣより】 

 事務局移転のお知らせ（2022年 8月 1日～） 

 新住所：〒860-0043 熊本市中央区板屋町 14番地 

 新電話番号：096（276）6212  

新 FAX：096（276）6223 

 新 Eメール：sakamoto_h_rotary@kunitaka.co.jp 

・【別府ロータリークラブより】 

創立 70周年記念式典のご案内 

 日時：令和 4年 9月 17日（土）  

受付登録開始１３：００ 記念式典 １４：００ 

 場所：別府市中央公民館 登録料：7，000円 

・【公財）ロータリー米山記念奨学会より】 

ハイライトよねやま Vol.268 

☆ご連絡 

・コロナ感染及び濃厚接触による例会欠席はメーキ

ャップ不要。 

・ガバナーの指示の下に開催された地区委員会出席時

はメーキャップになります。 

 該当者は事務局へご連絡下さい。 

 

委員会報告 

☆奉仕プロジェクト委員会 (国際奉仕) 

   増岡 範昭 委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

・例会前に前年度会計監査報告がありました。その

中で人吉に対する義援金の使い方の報告があり、

台湾から寄付を頂いていますので中間報告をする

為にも今期は是非台湾に行きたいと思います。 

 

☆クラブ管理運営委員会    馬場 淑之 委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 8/5ガバナー公式訪問事前クラブ協議会の開催 

確認報告 

・8/19ガバナー公式訪問例会の確認報告 

・チャリティゴルフコンペの日程の報告  

 10/21（金） グランドチャンピオン 

 

☆第 2720地区米山記念奨学委員会  

立野 文生 委員 

 

 

 

 

 

 

mailto:sakamoto_h_rotary@kunitaka.co.jp


・8/30米山奨学生夏季研修会が中止になりました。 

９月に延期になったとの事で、又ご案内したいと

思います。宜しくお願い致します。 

 

☆第 2720地区公共ｲﾒｰｼﾞ部門  

波佐間 英樹 部門長 

 

 

 

 

 

 

 

 

・先日の土曜日 7/23にホルトホール大分に於いて 

「クラブ活性化ワークショップ」が行われ、穴井会

長、平田会員と出席されました。平田会員は 

「今の熊本中央ロータリークラブは自他共に楽しい

と認知されたクラブなので、それでいいので

は！！」と頼もしい言葉を頂きました。何事も楽

しく参りましょう。プログラム担当の方には第

2720地区のホームページにある「出前セミナー」

を是非ともご利用下さいませ。 

 

スマイル報告      （田中 弘一 委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 穴井 祐志朗・大熊 暢子 君 

 龍ロータリー情報委員会の貴重な卓話、本当にあ

りがとうございます。猛暑とコロナ第7波拡大の中、

例会にご出席下さりありがとうございます。また、

地区クラブ活性化ワークショップにご参加下さった

穴井会長、平田長期戦略計画委員長、波佐間地区公

共イメージ部門長ありがとうございました。会長の

時間にご報告があるそうなので楽しみです。 

◎ 龍  義則 君（2，000円） 

 卓話の時間を使わせて頂き、情報委員会からの情

報提供を今後数回に亘ってさせて頂きます。本日は

ロータリー情報（その１）です。 

◎ 立野 文生 君 

 暑日が続きますが、体調管理に十分気を付けて下

さい。本日の会計報告、理事の皆さんお疲れ様でし

た。 

◎ 田尻 晋哉 君 

 夏の風物詩である高校野球の熊本代表に九州学院

が決めました。ヤクルトの四番いや、セリーグの四

番の村上宗隆選手の弟が九学の四番を任されていま

す。かなり注目されるし、マークもされると思いま

すが、伸び伸びとプレーし感動を与えてくれる事を

期待します。ちなみに私は九学ＯＢではありません。 

◎ 福田 博之・三藤 省三・田中 弘一 君 

 毎日暑い日が続いています。新型コロナの勢いも

増す一方です。会員の皆様にはお身体に気を付けて

下さい。 

 

卓話 

    『ロータリー情報 その１』 

     ロータリー情報委員会 

龍  義 則 委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ロータリーの誕生とその成長                  
20世紀初頭 1905年 2月 23日 

 シカゴロータリークラブが誕生。 
 ポール・ハリス他友人 3人 
 趣旨「お互いに信頼のできる公正な取引をし、 

仕事上の付き合いがそのまま親友関係に 
まで発展するような仲間を増やしたい」 

 ポール・ハリスは、同業者間の親睦の難しさを痛
感していたので、競争相手とならない友人の輪を
つくるということが一業種一人に制限。職業分類
の始まり。友情関係が親睦へと発展し、更に地域
の抱えることに目を向けることにつながる。 

 そのことが、奉仕の基礎となる。 
 ロータリーは「親睦と奉仕」の融合の場となる。 
 現在におけるロータリークラブのひろがりは 200
以上の国と地域へ。 

 世界のクラブ数 36614、会員数 1162763
（2022.5.18） 

 これら世界中のクラブの連合体を国際ロータリー
と称す。 



日本のロータリー 
 1920年 10月 20日 東京ロータリークラブ創立 
 1921年 4月 1日  世界で 855番目として国際 
ロータリー加盟・承認 

 「熊本中央ロータリークラブは 1988 年 4 月 22 日
に創立。1988年 5月 19日。熊本市域では 11番
目として加盟・承認」 

 東京ロータリークラブの創立に奔走した人に米山
梅吉氏。 

 米山氏を記念して米山記念奨学会が作られた。 
 第二次世界大戦で一時脱退するも 1949 年 3 月に 
復帰加盟。 

 現在の日本のロータリークラブは、2232 
会員数 84514人（2022年 4月末） 

    
日本ロータリー分布と地区数 
 日本は 3つの地域で構成（ロータリーの友 P.61） 
 2720地区は第 3地域  地区数は 34地区 
 2720地区 クラブ数 74クラブ 
 会員数  2389名（2022年 4月末） 
 
ロータリーの目的 
 ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として
奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。 
具体的には、次の各項を奨励することにある。 

    
第１． 知り合いを広めることによって奉仕の機

会とすること。 
第２． 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕

事はすべて価値あるものと認識し、社会
に奉仕する機会としてロータリーアン各
自の職業を高潔なものにすること。 

 第３． ロータリーアン一人一人が、個人として
また事業及び社会生活において日々奉仕
の理念を実践すること。 

 第４． 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的
ネットワークを通じて、国際理解、親善、
平和を推進すること。 

    
奉仕の理想 
 ”奉仕の理想“は「ロータリーの目的」の中にあ
る”I deal of Service”が直訳されたことばで、
Serviceという言葉の日本語訳として、その意味に
近く又、他に適切な言葉がなかった。しかし、奉
仕＝Serviceという概念を正確には表現していな
い。 

 日本語でサービスというと「おまけ」「お得」的な
意味に使われているので、Serviceの正しい理解が
妨げられている。そこで”Serviceの概念をしっか
り理解することが必要。Serviceの動詞形は serve
で、どういう動作を称して serveというか。 

 それは、「人とか地域にニーズ（needs）があり、
そのニーズを満たして行こうとする行為」を serve
と言う。 

 serveという動作を行うには、先ずニーズを知るこ
とが必要。 
これが奉仕ということ。 
”I deal of Service“とは、人の・地域のニーズ
を良く汲みとってそのニーズを理想的なかたちで
満たすと捉える。更に「思いやる心」「自らを思う

が如く相手のことを思う」心そのものです。私達
が「奉仕の理想」を胸に、事業生活、社会生活、
家庭生活を営むことによって、事業経営において
人から信用され、社会のお役に立ち、円満な家庭
を築くことにつながっていく。 

 
四つのテスト（The Four-way Test） 
  １．真実かどうか。 
  ２．みんなに公平か。 
  ３．好意と友情を深めるか。 
  ４．みんなのためになるかどうか。 
    言行はこれに照らしてから行うべし 
此の四つのテストは、ロータリーの哲学を端的に表
現している。 
職業奉仕（後々に提供）の理念の実行に役立つもの。 
    
このテストは、シカゴのロータリーアンハーバート
J・テーラーが考えたもの。 
ロータリー創始 50周年Ｒ１会長をつとめた。 
 

地区予定 

○８月２６日（金） １８：３０～２０：００ 

 第２７２０地区新会員オリエンテーション 

 ＺＯＯＭ（オンライン）のみで開催 

  

8 月例会予定 

○８月１２日（金） 休 会（祝日週） 

○８月１９日（金） ガバナー公式訪問例会 

１２：００～会食 １２：３０～例会 

○８月２６日（金） １２：３０～ 通常例会 

 

     

前年度理事会報告     Ｒ4.7.29例会前 

議事 

１． 2021-22年度 会計監査報告 

⇒大熊会員より監査報告 承認 

報告 

１． 2021-22市域ＲＣ会員名簿  

コロナ禍の為、例会開催日が少なくクラブ負担 

２． 熊本県南豪雨災害支援（人吉球磨）支援後の写

真が必要ではないか。今後の支援は迅速に行う。 

３． 予備費差額の説明  

友好ｸﾗﾌﾞ締結に伴う費用 

 

 

 

 

 

誤字・脱字・文章の不備は、ロータリーの友情に   

よりお許し下さい。会報担当委員長 藤本 真一 


